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と対峙していると考えていた（『共同体の規則』I, 9, 18; II, 4-5, 
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共に「偽りの霊」が働いており、「光の子ら」、或いは、「義の子ら」
である共同体の構成員たちは「真実の霊」の支配下にあり、虚偽
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住』110, 121; 『相続人』94）。それは創世記15章 6 節において、「ア
ブラムは神を信じて、そのことが義と認められた」と述べられて
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や正義を行うことと並ぶ人間の徳の一つとされている（『供物』
27, 28; 『モーセの生涯』2.237）。
　フィロンの真理論は、ユダヤ教的な唯一神論に立ち、神の意思
の啓示である律法を学ぶことを真理探究の哲学的な営みとして提
示している。このことを通してフィロンはユダヤ教が非理性的な
迷信ではなく、ギリシア・ローマ世界の知識人が受け入れること
が出来るような理性的宗教であることを示そうとしていると思わ
れる。
